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６月９日、環境省行政事業レビューで「山小屋トイレ整備補助事業」＊に『廃止』の判

定が下されました。山に親しみ、自然を愛するすべての人々にとって衝撃的な出来事

でした。この事業は山小屋トイレの整備に大きな貢献をしてきたからです。 

富士山、日本アルプスなどの高山から身近な里山まで、山は国土の骨格を形成し、

美しい日本の山は世界に誇る国民の共有財産です。山の自然を守り、利用するうえで

トイレは必要不可欠な施設であり、山小屋トイレは、公衆トイレに代わる公共的役割を

担っています。しかも、トイレの未整備や整備が不適切なことによって、自然環境の汚

染源になっていることなどから、緊急に整備が必要な山小屋トイレは、いまも全国に数

多く存在しています。 

山岳地域においては、トイレ整備にかかる工費は膨大になります。公共的役割も担

う山小屋トイレの整備促進には国からの支援が不可欠です。山岳自然環境の保護を

図るために、環境に配慮した山小屋トイレ整備の促進を以下の通り強く訴えます。 

＊正式には環境省の「山岳環境等浄化・安全対策緊急事業費補助」事業 

 

 

１．自然公園等での山岳地の公営・民営の山小屋トイレ・し尿処理施設の整備・改善

に対し、国からの一層の支援が推進されるよう、特段の配慮を要望します 

 

１．自然公園等の山岳地を対象に、「山岳環境保全のための利用と施設整備のあり

方に関する総合計画」を国は早急に策定することを要望します 

 

以上 
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「山はみんなの宝！ 全国集会」賛同人一同 


